




















はじめに

　運動機能障害児には,末梢の筋肉,骨,関節など運動器官自体の疾患である先

天性内反足,先天性股関節脱臼,四肢の奇形や欠損などが含まれるのは当然であ

るが,ここでは“心身障害児の早期発見並に診断治療基準の設定”というテー

マのもとの分担研究であるので,脳性麻痺を中心とする中枢性運動障害にその

対象を限定した。


